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『老人福祉センター建替え・複合化基本方針（案）』に関する 

パブリックコメントの結果について（抜粋） 

 

◆意見の募集期間    令和５年１月 25日（水）から２月 24日（金）まで 

◆意見を提出された方  19名 

◆意見の件数      43件 

 

◆意見の概要、市の考え方をまとめたもの 

（※意見の概要につきましては、取りまとめ及び要約をしています。） 

 

【施設全般】                               No.6 

意見の概要 
各階の床面積 900㎡は狭すぎる。せめて、1,000㎡にし、ゆとりをも 

った施設に。 

市の考え方 

人口減少、少子高齢化などによる厳しい財政状況を踏まえ、公共施設

の更新にあたっては、市民へのサービス水準を維持させながら、機能

の重複する各諸室の集約・共用化により省スペース化を図るなど、床

面積の縮減を図り、ライフサイクルコスト（建設から維持管理までの

全てにかかる費用）の低減を図っていきたいと考えております。 

諸室の面積等詳細につきまして、施設の設計を進める中で検討いたし

ます。 

No.7 

意見の概要 

小さい子どもが集まれる遊戯室や保育室、授乳室は１階の方がいいと

思います。国際交流ルームを１階にして、高齢者や子どもが利用する

部屋を２、３階にする理由が分かりません。 

市の考え方 

市では以前より、子どもが利用する場所は靴を脱いで、高齢者が利用

する場所は靴を脱ぐ際に転倒する危険性があるため、土足で利用する

設計を考えています。そのため、多くの世代が集まる施設を想定する

にあたり、靴を脱ぐ場所と土足で利用する場所が混在しないよう、靴

を脱いで子どもが利用する場所はワンフロアに集約し、３階に配置す
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ることを考えております。 

また、ワンフロアに集約することにより、子ども専用の空間として、

雨天時にも体を動かして遊べる遊戯室、中高校生の来館も想定した図

書室・学習室等などの整備を検討いたします。 

No.8 

意見の概要 

３階部分があまりにも手狭で、寄せ集めのような計画になっていま

す。福祉センターとしての位置づけを明確にし、３階の子育て機能は

撤回し、別の施設で新たに検討するべきではないでしょうか。 

市の考え方 

老人福祉センター、国際交流協会及び児童館の機能が一つの建物に集

約するにあたり、３階の児童館部分については、現在の３児童館の建

物面積の平均約 500㎡から、約 900㎡になることを想定しています。 

児童館として、最近のニーズを把握したうえで、乳幼児とその保護者

が安心して利用できる保育室や、雨天でも体を動かせる遊戯室、中高

校生の来館も想定した図書室・学習室等など、できる限りオープンな

環境で、安心安全に利用できる空間となるよう検討いたします。 

また、児童館としてこども専用の空間を確保しつつ、高齢者や外国人

とふれあい、多様な感性を育む機会を得られる場となることが期待で

きると考えております。 

 

【児童館・子ども関係】                          No.18 

意見の概要 

・交通児童遊園、古知野児童館、藤ヶ丘児童館の３つの児童館を廃止 

して１つに統合するのはどうかと思います。今ある施設をより良い

ものにして提供してほしい。１つにまとめてしまってはその地域の

子ども達しか利用できず、遠方の子ども達が利用できなくなります。

児童館は、放課後、遊び場を求める児童の居場所になり、集合住宅

に住む人も気兼ねなく子どもと声を上げて笑って過ごせる場になり

ます。 

・子どもたちが自ら通える地域、小学校区毎にあるのが本来の姿であ

り、子ども達が徒歩または自転車で通える校区内にあるべきです。

代替案はあるのでしょうか。 

市の考え方 現在市内に児童館は３か所であり、放課後の児童館の利用者は限定的
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であるのが現状です。子どもたちの放課後の生活は様々で、市といた

しましては、就労のため子どもをみることができない方のために学童

保育を、遊びの場の提供として放課後子ども教室を全小学校区で実施

しています。 

新しい施設には、最近の児童館のニーズの変化を把握したうえで、乳

幼児が親と共に利用できる子育て支援センターとしての機能や、雨の

日でも体を動かすことができる遊戯室、中高校生の来館も想定した図

書室・学習室等などを設け、多くの子どもが利用できる施設にしてい

きたいと考えております。 

さらに、市内の公共施設などを活用することや、今後再配置計画にお

いて新たな施設を計画する際には、児童館活動や放課後の居場所づく

りについてもあわせて検討していきたいと考えています。 

No.19 

意見の概要 

児童館の行事は、各館にて月２回程度の季節ごとの催しなどコロナ禍

の前は盛況でした。合同行事として「キャンプファイヤー、ウォーク

ラリー、将棋大会、卓球大会など」は子どもたちにとって素敵な活動

でした。子どもたちのための楽しみな企画です。どうかなくさないで

ください。 

市の考え方 

児童館は、18歳未満のすべての子どもを対象とした、子ども同士の

交流の場であり、また子育て支援の場として、多くの行事や遊びの場

を提供してきました。 

今後も、多くの子どもたちが参加できる児童館活動を企画していきま

す。 

また、児童館の保育室を利用した子育て支援センターの運営や、子ど

もや保護者の相談対応など、子育て世代のニーズを把握しながら、子

育て支援に関する活動を検討いたします。 

No.20 

意見の概要 
江南市には公園が少ないので、子ども達が遊べる空間を作って欲し

い。 

市の考え方 
３階の児童館部分は、乳幼児とその保護者が安心して利用できる保育

室や、子ども専用の空間として、雨天でも体を動かせる遊戯室、中高
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校生の来館も想定した図書室・学習室等など、できる限りオープンな

環境で、安心安全に利用できる空間となるよう検討いたします。 

 

【跡地活用】                               No.25 

意見の概要 
交通児童遊園の緑を残してほしい。その際、平屋のホールとトイレ、

シャワーを設置してほしい。 

市の考え方 

交通児童遊園（広場部分）は、交通公園としての機能を維持していく

ことは困難ですが、都市公園として都市計画決定されているため、防

災機能を備えた公園等としての整備を考えており、今後必要な設備等

を検討いたします。 

 


